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令
和
５
年
度

各
会
計
出
納
閉
鎖
状
況

一
般
会
計
は
歳
入
決
算
額
、

26
億
５
，
９
７
５
万
１
，
８
５
７

円
、
歳
出
決
算
額
、
25
億
８
，

０
１
３
万
４
，
２
８
１
円
で
、
差

引
７
，
９
６
１
万
７
，
５
７
６
円

の
決
算
剰
余
金
が
生
じ
て
お
り
、

こ
の
金
額
を
財
政
調
整
基
金
に
編

入
い
た
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
歳
入

決
算
額
、
６
，
６
９
７
万
５
，
７
６

１
円
、
歳
出
決
算
額
、
６
，
４
４
５

万
６
，
６
７
２
円
で
、
差
引
２
５
１

万
９
，
０
８
９
円
の
決
算
剰
余
金
が

生
じ
て
お
り
、
全
額
、
国
保
財
政

調
整
基
金
に
編
入
い
た
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
は
、
歳

入
歳
出
と
も
同
額
の
、
２
，
６
７

７
万
８
，
６
２
５
円
と
な
っ
て
お

り
、
簡
易
水
道
会
計
は
、
歳
入
決

算
額
、
１
億
８
，
３
７
３
万
９
，

９
９
８
円
、
歳
出
決
算
額
、
１
億

８
，
２
７
３
万
５
，
５
９
７
円
で

差
引
、
１
０
０
万
４
，
４
０
１
円
。

合
併
処
理
浄
化
槽
会
計
は
、
歳

入
決
算
額
、
７
，
２
２
９
万
６
，

０
０
０
円
、
歳
出
決
算
額
、
７
，

０
９
９
万
６
１
１
円
で
、
差
引

１
３
０
万
５
，
３
８
９
円
と
な
り

ま
し
た
。

簡
易
水
道
会
計
と
合
併
処
理
浄

化
槽
会
計
の
差
引
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
方
公
営
企
業
法
が
適
用

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
法
の
規

定
に
よ
る
、
特
別
会
計
へ
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
以
上
で
令
和
５
年
度

の
各
会
計
出
納
閉
鎖
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年 

小
女
子
漁

主
要
魚
種
で
あ
り
ま
す
小
女
子

漁
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
水
揚
げ

は
皆
無
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
部
の
近
隣
自
治
体
に
お
い
て
、

少
量
の
水
揚
げ
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
全
体
的
に
は
ほ
ぼ
皆
無
の
傾

向
と
な
っ
て
い
る
模
様
で
す
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
来
年

度
の
小
女
子
漁
の
回
復
及
び
、
今

後
の
ナ
マ
コ
漁
や
ウ
ニ
漁
、
ま
た

夏井　一充　村長

行 政 報 告

令和６年第２回村議会定例会は６月４日招集され、会

期を６月５日までの２日間と決めた後、議長の諸般報告、

村長の行政報告がありました。

その後、報告２件を受け、議案５件、閉会中の継続調査、

議員派遣を審議、いずれも原案のとおり可決し、会期を

１日残し閉会しました。

定 例 会
2024年　第2回� 6月4日2024年　第2回� 6月4日

▲　行政報告する夏井村長

会　　　　　計 歳　  入 歳　  出 差 備　　　　　考

一　般　会　計 2,659,751,857 2,580,134,281 79,617,576 財政調整基金編入　　　　79,617,576
繰越明許費繰越額　　　　　　　　　　0

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 66,975,761 64,456,672 2,519,089 国保財政調整基金編入　　　2,519,089
後 期 高 齢 者 医 療 26,778,625 26,778,625 0

簡 易 水 道 183,739,998 182,735,597 1,004,401 歳入歳出差引額は簡易水道事業について地方公営企業法が適用
されたことに伴い同法の規定による特別会計へ引き継いだ

合 併 処 理 浄 化 槽 72,296,000 70,990,611 1,305,389 歳入歳出差引額は合併処理浄化槽事業について地方公営企業法が
適用されたことに伴い同法の規定による特別会計へ引き継いだ

計 349,790,384 344,961,505 4,828,879
合　　計 3,009,542,241 2,925,095,786 84,446,455

各
会
計
別
出
納
閉
鎖
状
況
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他
の
魚
種
の
漁
獲
量
の
回
復
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ヒ
グ
マ
の
出
没
状
況

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
ヒ
グ
マ

の
目
撃
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
２
日
ま
で
で
６
件
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

内
訳
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月

２
日
に
折
川
ダ
ム
周
辺
で
、
５
月

２
日
に
栄
浜
地
区
の
白
糸
ト
ン
ネ

ル
、
５
月
14
日
に
第
２
栄
浜
漁
港

と
狩
場
船
揚
場
周
辺
、
５
月
23
日

に
植
車
地
区
会
館
裏
、
５
月
29
日

に
第
２
栄
浜
漁
港
、
５
月
31
日
に

永
豊
町
周
辺
に
お
い
て
目
撃
又
は

痕
跡
に
つ
い
て
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

次
に
ヒ
グ
マ
捕
獲
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
技
術
者
育
成
（
春
グ
マ
）

捕
獲
で
、
宮
内
地
区
に
お
い
て
４

月
か
ら
５
月
中
旬
ま
で
で
２
頭
の

捕
獲
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

山
菜
採
り
行
方
不
明
者
の

発
生
状
況

６
月
２
日
現
在
、
今
年
度
は
月

越
地
区
に
お
い
て
、
１
件
の
行
方

不
明
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

５
月
25
日
、
道
道
５
２
３
号
か

ら
折
川
方
面
に
向
か
う
植
原
第
１

号
通
線
付
近
に
お
い
て
、
札
幌
市

在
住
の
74
歳
男
性
が
一
時
行
方
不

明
と
な
り
ま
し
た
が
、
警
察
、
消

防
に
よ
る
捜
索
が
行
わ
れ
、
無
事

発
見
救
助
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
月
越
地
区
で
１
件
、

賀
老
地
区
で
２
件
の
遭
難
事
故
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
５
月

以
降
は
広
報
車
に
よ
り
、
遭
難
防

止
の
注
意
喚
起
の
た
め
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
発
生
防
止
に
努
め

て
お
り
ま
す
が
、
あ
と
１
ヵ
月
ほ

ど
と
思
わ
れ
る
シ
ー
ズ
ン
末
ま
で

引
き
続
き
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

伊
黒
医
師
退
任

平
成
29
年
10
月
か
ら
島
牧
診
療

所
代
診
医
と
し
て
、
ま
た
令
和
５

年
４
月
か
ら
は
、
島
牧
診
療
所
所

長
と
し
て
住
民
の
健
康
管
理
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
伊
黒
医

師
よ
り
、
去
る
５
月
１
日
、「
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
７
月
の
勤
務

を
も
っ
て
退
任
し
た
い
」
と
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
黒
医
師
に
対
し
ま
し
て
は
、

村
民
の
健
康
の
た
め
に
医
師
２
名

体
制
で
の
診
療
体
制
が
望
ま
し
い

こ
と
か
ら
、
今
し
ば
ら
く
勤
務
を

要
請
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
退
任

の
意
思
が
固
く
、
や
む
な
く
慰
留

を
断
念
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

８
月
か
ら
の
診
療
体
制
で
確
定

し
て
い
る
医
師
は
森
医
師
１
名
と

な
り
ま
す
が
、
森
医
師
が
現
在
崩

さ
れ
て
い
る
体
調
も
回
復
す
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
医

師
２
名
体
制
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

北
海
道
医
療
振
興
財
団
等
関
係
機

関
に
医
師
派
遣
を
要
請
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
進
め
て
い
る

広
域
的
な
医
療
機
関
と
の
連
携
の

一
環
で
あ
る
、
寿
都
診
療
所
運
営

法
人
の
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン

タ
ー
と
の
救
急
医
療
に
関
す
る
協

定
に
よ
り
、
島
牧
診
療
所
に
不
測

の
事
態
が
起
き
た
場
合
で
も
寿
都

診
療
所
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
を
築
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
協
力
を
要
請
し
つ

つ
、
診
療
体
制
の
維
持
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

寄
附
採
納

土
地
に
つ
い
て
、
本
年
１
月
23

日
、
宗
谷
管
内
枝
幸
町
在
住
の
佐

藤
孝
範
様
よ
り
、
字
栄
浜
２
３
７

番
ほ
か
３
筆
、
計
５
，
３
０
６
．

５
１
平
方
メ
ー
ト
ル
の
寄
附
採
納

願
い
が
あ
り
、
５
月
21
日
付
け
で

所
有
権
移
転
登
記
が
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

物
品
に
つ
い
て
、
５
月
27
日
、

名
誉
村
民
で
あ
る
故
浜
谷
徳
四
郎

元
村
長
の
次
男
、
浜
谷
一
宇
氏
よ

り
、
名
誉
村
民
章
ほ
か
４
点
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
で
行
政
報
告
を
終
わ
り
ま

す
。審

議
審
議
し
た議

案
議
案

▼
島
牧
村
課
設
置
条
例
及
び
島
牧

村
職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

行
政
組
織
の
見
直
し
に
あ
た
り
、

総
務
経
済
部
を
新
た
に
設
置
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

国
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改

正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
規
約
の
変
更

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
被
保

険
者
証
一
体
化
に
伴
い
、
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

の
一
部
を
変
更
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
５
０
２

万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
26
億
５
２
０
２
万
６
千
円
と
す

る
も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の

•	

価
格
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金

　
　
　
　
　

２
２
１
２
万
円
追
加

•	

春
期
管
理
捕
獲
事
業
補
助
金

　
　
　
　

２
３
３
万
３
千
円
追
加

•	

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　

９
４
２
万
７
千
円
減
額

歳
出
の
主
な
も
の

•	

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

負
担
金

　
　
　
　

１
４
０
万
３
千
円
追
加

•	�

定
額
減
税
調
整
給
付
事
業
助
成

金

　
　
　
　
　
　

９
０
０
万
円
追
加

•	�

新
非
課
税
世
帯
等
給
付
金
助
成

金

条
例
改
正

補
正
予
算
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３
４
５
万
円
追
加

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

報

　

告

▼
５
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業
９
２

９
万
５
千
円
を
翌
年
度
に
繰
越
し

て
実
施
す
る
も
の
。

▼
島
牧
村
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
状

況
の
報
告

島
牧
村
を
応
援
し
よ
う
と
寄
せ

ら
れ
た
５
年
度
中
の
寄
附
は
３
２

５
件
で
総
額
５
５
８
万
４
千
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
係
る
費
用

へ
２
５
１
万
円
を
充
当
し
、
５
年

度
末
の
基
金
残
高
は
１
１
６
８
万

８
千
円
。そ

の

他

▼
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更

歌
島
・
豊
浜
・
永
豊
・
元
町
辺

地
の
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
を

図
る
た
め
、
計
画
の
一
部
を
変
更

す
る
こ
と
に
つ
い
て
道
と
の
協
議

が
終
了
し
た
た
め
、提
案
す
る
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査

議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
も
の
。

◎
決
定

▼
議
員
派
遣

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
議
員
研
修
会
ほ
か
参
加
。

◎
決
定

▲　―　６月４日　―　島牧小学校６年生が定例議会を傍聴に来てくれました。
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一 般 質 問

　第２回村議会定例会での一般質
問の内容と理事者側の回答をご紹
介します。
　今回の質問者は１名で、その全
文を掲載しました。

藤田和康　議員

◆ �会計年度任用職員の取扱に 
ついて

◆ 災害時の初動対応について

一

質
般

問

Q
A

夏
井
一
充
　
村
長

会
計
年
度
任
用
職
員
の
ご
質
問

に
つ
い
て
で
す
が
、
会
計
年
度
任

用
職
員
は
地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
よ
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
施
行

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
名
前
の
と
お

り
任
期
が
１
会
計
年
度
、
１
年
限

り
の
非
常
勤
職
員
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

か
つ
て
本
村
が
採
用
し
て
い
た

準
職
員
と
は
異
な
り
、
１
年
が
任

期
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
同
じ
人

を
次
の
会
計
年
度
に
採
用
す
る
場

合
も
、
継
続
で
は
な
く
、
２
回
目

の
新
規
採
用
と
い
う
扱
い
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

新
規
採
用
に
は
公
募
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は

毎
年
公
募
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

会
計
年
度
任
用
職
員
の
取
扱
に
つ
い
て

藤田和康　議員

問

令
和
２
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
四
点
ほ
ど
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
点
目
と
し
て
、
一
度
採
用
し
た
職
員
の
一
定
期
間
ご
と
の
公
募
に
つ
い
て
。

既
に
公
募
に
よ
り
採
用
さ
れ
働
い
て
い
る
職
員
は
、
毎
年
度
の
人
事
評
価
で
勤
務
実
績
か
ら
能
力
等
を
判
断

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
能
力
等
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
指
導
や
研
修
を
行
い
、
そ
れ
で
も
改
善
さ
れ
な

い
場
合
の
解
雇
は
合
理
的
理
由
と
な
る
の
で
、
一
定
年
数
ご
と
に
機
械
的
に
公
募
す
る
必
要
は
な
く
、
公
募
業

務
に
時
間
と
コ
ス
ト
を
掛
け
る
の
は
無
駄
な
事
で
あ
り
、
改
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

二
点
目
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
業
務
内
容
で
雇
用
形
態
が
異
な
る
職
種
が
あ
り
ま
す
が
何
故
か
。

三
点
目
は
、
雇
用
形
態
に
よ
る
年
齢
制
限
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

四
点
目
は
、
正
規
職
員
も
充
足
し
て
き
て
い
る
中
、
今
後
、
特
殊
業
務
を
除
き
、
正
規
職
員
の
対
応
に
切

り
替
え
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

以
上
、
四
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
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一 般 質 問
と
い
う
考
え
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
国
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
合

理
的
判
断
に
よ
り
一
部
を
除
き
３

年
に
１
度
の
公
募
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
業
務
内

容
で
任
用
形
態
が
異
な
る
職
種
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ご

質
問
の
意
図
が
不
明
で
す
の
で
回

答
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
任
用
時
に
年
齢
制
限
は

現
在
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
年
度

ご
と
に
必
要
な
人
員
を
任
用
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
年
齢
に
関
係
な

く
、
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
タ
イ

ム
と
も
に
、
必
要
人
員
が
変
更
に

な
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
の
で
ご

理
解
願
い
ま
す
。

最
後
の
ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て

は
、
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
に
よ
り
会

計
年
度
任
用
職
員
の
配
置
が
必
要

な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
配

置
せ
ず
正
職
員
対
応
と
し
て
い
く

考
え
で
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

以
上
で
す
。

藤
田
和
康
議
員

あ
の
、
質
問
し
た
要
旨
と

ち
ょ
っ
と
回
答
が
全
然
噛
み
合
っ

て
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
私
一
点

目
に
質
問
し
た
の
が
、
要
す
る
に

村
長
答
え
た
よ
う
な
こ
と
が
毎
年

毎
年
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
ま
す
け

ど
も
、
実
際
に
公
募
し
た
ら
経
験

者
と
新
規
の
方
を
比
較
し
た
場
合

に
、
当
然
経
験
者
が
有
利
で
新
規

の
人
の
応
募
が
無
駄
に
な
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
な
ん
で
す
。

多
く
の
人
は
ア
リ
バ
イ
作
り
の

出
来
レ
ー
ス
で
は
な
い
か
と
言
っ

て
い
る
の
で
、
本
当
に
必
要
な
時

に
応
募
す
る
人
が
い
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
、
そ
の
辺
も
懸
念

さ
れ
ま
す
し
、
国
自
体
も
昨
年
度

に
一
定
年
数
ご
と
の
公
募
は
必
須

で
な
い
と
い
う
、
自
治
体
の
判
断

を
尊
重
す
る
方
針
を
示
し
て
ま
す

の
で
、
勤
務
評
価
で
再
任
用
で
き

る
制
度
に
改
善
す
べ
き
で
な
い
か

で
す
か
っ
て
、
そ
う
い
う
事
を

言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

あ
と
、
公
募
に
よ
ら
な
い
で
再

度
任
用
す
る
場
合
の
年
齢
基
準
に

つ
い
て
も
、
正
規
職
員
と
同
様
、

今
60
歳
以
上
だ
っ
た
ら
公
募
毎
年

毎
年
や
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
ま
す
け
ど
も
、
そ
れ
も
段

階
的
に
65
歳
に
改
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
、
そ
う
い
う
事
も
再
度

答
弁
願
い
た
い
ん
で
す
け
ど
も
。

あ
と
二
点
目
で
す
け
ど
も
、
あ

の
質
問
の
趣
旨
が
不
明
だ
か
ら
回

答
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
け

ど
も
、
具
体
的
に
小
・
中
学
校
の

公
務
等
補
助
な
ん
で
す
け
ど
も
、

大
型
自
動
車
免
許
の
保
持
が
採
用

条
件
と
な
っ
て
お
り
、
運
転
業
務

が
主
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
務
等

補
助
と
採
用
す
る
側
の
都
合
の
良

い
職
務
の
言
い
回
し
で
パ
ー
ト
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
転
手
不
足

が
深
刻
な
状
況
の
中
、
こ
の
よ
う

に
冷
遇
し
て
い
る
と
他
の
職
場
へ

流
れ
て
し
ま
い
、
人
員
確
保
が
困

難
に
な
り
ま
す
の
で
、
従
来
通
り

フ
ル
で
の
公
募
に
見
直
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
し
、
な
ぜ
２
名
分
だ

け
パ
ー
ト
募
集
な
の
か
、
そ
の
辺

に
つ
い
て
も
、
も
う
一
度
答
弁
お

願
い
し
ま
す
。

あ
と
、
三
点
目
の
年
齢
制
限
に

つ
き
ま
し
て
も
、
非
常
勤
の
職
員

だ
か
ら
定
年
が
無
い
、
あ
と
雇
用

の
関
係
の
法
律
で
、
年
齢
は
謳
わ

れ
な
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
の
は

わ
か
り
ま
す
け
ど
も
、
個
人
差
は

あ
り
ま
す
が
、
年
齢
と
と
も
に
体

力
、
気
力
、
思
考
力
も
落
ち
て
き

ま
す
の
で
何
歳
ま
で
で
も
良
い
と

は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
採
用
時
の
見
極
め
を
、
そ
れ
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
、
そ

れ
も
再
度
伺
い
ま
す
。

あ
と
四
点
目
で
す
が
、
必
要
な

時
に
正
規
の
職
員
に
替
え
て
い
く

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
ど
も
、
今

現
時
点
で
パ
ー
ト
の
方
に
公
金
の

取
り
扱
い
を
さ
せ
て
い
る
な
ど
、

適
切
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
し
、
支
出
命
令
の

処
理
と
一
般
の
事
務
処
理
は
、
十

分
職
員
で
対
応
で
き
る
と
思
い
ま

す
の
で
区
切
り
の
い
い
段
階
で
、

正
規
職
員
の
対
応
に
改
め
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
四
点
再
度

答
弁
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏
井
一
充
　
村
長

ま
ず
一
点
目
に
つ
い
て
で
す
が
、

藤
田
議
員
が
お
調
べ
し
て
い
た
だ

い
た
、
国
か
ら
一
定
年
数
ご
と
に

募
集
し
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
回
答
が
あ
る
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

や
は
り
公
の
仕
事
を
実
施
す
る
と

考
え
た
場
合
に
、
私
自
身
は
一
定

期
間
ご
と
の
公
募
は
必
要
か
な
と
、

そ
れ
が
ア
リ
バ
イ
作
り
じ
ゃ
な
い

か
と
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い

た
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
と
思
う
ん

で
す
け
ど
も
、
や
は
り
公
の
仕
事

と
な
れ
ば
、
広
く
募
集
し
て
採
用

す
る
行
為
は
本
村
で
は
必
要
か
な

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
状

の
１
年
ご
と
に
で
は
な
く
、
一
定

期
間
ご
と
の
、
３
年
に
１
度
の
募

集
と
い
う
の
は
今
後
も
必
要
か
と

現
状
で
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
二
点
目
の
運
転
手
を

パ
ー
ト
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
に
す
る

べ
き
と
い
う
お
話
だ
っ
た
か
な
と
、

具
体
的
に
は
そ
う
い
う
お
話
だ
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら

に
つ
い
て
は
私
も
公
務
補
が
今

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
あ
る
の
は
把
握

し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
う

し
て
今
現
状
の
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
経

緯
が
ま
だ
把
握
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
後
ほ
ど
し
っ
か
り
調
べ

て
、
そ
れ
が
パ
ー
ト
で
い
い
の
か

フ
ル
が
い
い
の
か
と
い
う
の
を
判

断
し
て
、
ま
た
回
答
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
了

承
願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
の
、
雇
用
形
態
に
つ
い

て
年
齢
制
限
を
65
歳
で
区
切
っ
た

ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
よ
う
な
お
話
で
あ
り
ま
す
が
、

本
村
、
高
齢
者
人
口
が
今
現
在
で

確
か
40
％
を
超
え
て
い
る
状
況
の

中
で
、
年
齢
制
限
を
設
け
ま
す
と
、

や
は
り
な
か
な
か
若
い
人
も
集
ま

ら
な
い
と
、
65
歳
以
下
の
方
も
集

ま
ら
な
い
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

年
齢
制
限
を
設
け
て
人
を
集
め
る

と
い
う
の
は
本
村
の
状
況
に
は
そ

ぐ
わ
な
い
か
な
と
。

ま
た
、
元
気
な
人
が
働
け
る
環

境
と
い
う
の
も
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
活
躍

す
る
場
も
な
く
な
っ
て
、
高
齢
の

方
も
閉
じ
こ
も
る
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
、
今
一
生
懸
命
働
い
て
い
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一 般 質 問
る
人
が
働
け
な
く
な
る
よ
う
な
状

況
を
つ
く
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
の
で
、
年
齢
制
限
を
設
け
な

い
で
、
し
っ
か
り
と
面
接
を
し
て
、

働
け
る
人
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
と

い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
年
齢
制
限
は
設

け
な
い
と
い
う
所
で
考
え
て
お
り

ま
す
。

四
点
目
の
、
パ
ー
ト
に
公
金

を
扱
わ
せ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
改

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
お
話
で
す
が
、
パ
ー

ト
職
員
で
も
正
職
員
で
も
役
場
職

員
、も
ち
ろ
ん
公
務
員
と
し
て
し
っ

か
り
と
公
金
を
扱
う
時
に
は
し
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
点
に
関
し

て
は
、
パ
ー
ト
で
も
正
職
で
も
そ

こ
は
変
わ
り
は
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
た
だ
、
先
ほ
ど
も

答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
、

シ
ス
テ
ム
化
等
に
よ
り
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
配
置
が
必
要
な
い

と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
正
職

員
対
応
と
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
こ
の
点
は
ご
理
解

願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。以
上
で
す
。

藤
田
和
康
議
員

な
ん
か
質
問
し
て
い
る
事
と
全

然
答
弁
が
噛
み
合
っ
て
な
い
ん
で

す
け
ど
も
、
再
々
質
問
す
る
と
だ

め
み
た
い
な
ん
で
こ
れ
で
や
め
て

お
き
ま
す
け
ど
も
、
村
長
ね
、
三

点
目
の
年
齢
制
限
な
ん
で
す
け
ど

も
、
要
す
る
に
非
常
勤
の
職
員
だ

か
ら
定
年
が
無
い
、
あ
と
雇
用
の

対
策
法
の
関
係
で
公
募
す
る
と
き

に
は
年
齢
制
限
掛
け
ら
れ
な
い
と

い
う
そ
れ
は
わ
か
り
ま
す
よ
。
た

だ
実
際
に
、
80
歳
、
90
歳
の
人
が

そ
う
い
う
公
務
で
き
ま
す
か
。
そ

の
辺
で
採
用
す
る
と
き
に
ど
う
い

う
ふ
う
に
見
極
め
て
採
用
す
る
の

か
、
そ
う
い
う
質
問
し
て
い
る
ん

で
す
け
ど
も
。

先
ほ
ど
の
一
点
目
も
そ
う
で
す

け
ど
も
、
要
す
る
に
同
じ
勤
務
評

価
で
、
２
・３
年
に
１
回
と
か
毎
年

公
募
す
る
ん
で
な
く
て
勤
務
評
価

し
て
る
ん
で
あ
れ
ば
勤
務
評
価
で

再
雇
用
す
れ
ば
い
い
ん
で
な
い
か

と
言
っ
て
る
ん
で
す
。わ
か
り
ま
す
。

毎
度
毎
度
機
械
的
に
そ
う
や
っ

て
公
募
し
な
く
て
も
、
実
際
勤
務

評
価
し
て
、
そ
の
人
が
ま
た
公
募

に
掛
け
ら
れ
て
る
状
態
な
ん
で
す
。

そ
れ
お
か
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
も
う
一
回
、
こ
の
辺
整

理
し
て
、
質
問
の
趣
旨
と
答
弁
全

然
噛
み
合
っ
て
な
い
ん
で
後
で

ち
ょ
っ
と
紙
か
な
ん
か
で
い
た
だ

け
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
ね
。
そ

し
た
ら
そ
の
辺
お
願
い
し
て
、
次

の
質
問
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

夏
井
一
充
　
村
長

災
害
時
の
初
動
対
応
に
つ
い
て

の
ご
質
問
で
す
が
、
本
年
の
第
一

回
定
例
会
で
、
坂
下
議
員
か
ら
も

あ
り
ま
し
た
一
般
質
問
で
の
回
答

を
述
べ
て
お
り
ま
す
の
で
、
重
複

す
る
点
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ま
ず
役
場
が
閉
庁
し
て
い
る
場

合
の
連
絡
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
牧
村
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

第
１
非
常
配
備
か
ら
第
３
非
常
配

備
ま
で
の
３
段
階
に
区
分
し
て
お

り
ま
す
。
各
段
階
に
お
け
る
職
員

の
参
集
範
囲
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
課
等
ご
と
、
職
員
連
絡
系
統
図

を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

勤
務
時
間
外
に
災
害
等
が
発
生
、

ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
通
報
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
消
防
か
ら
役

場
の
関
係
課
長
等
に
連
絡
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
状

況
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て
職
員
に

連
絡
、
参
集
の
指
示
を
し
、
人
員

の
配
置
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
閉
庁
期
間
の
長
さ
で

こ
れ
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

課
長
職
が
村
を
長
期
間
離
れ
る

と
き
は
私
事
旅
行
願
等
を
出
し
、

私
が
確
認
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
対
応

で
き
る
者
を
参
集
し
、
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
私
自
身
が
不
在
の
時
に

災
害
が
起
こ
る
こ
と
も
当
然
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
も
島
牧
村
地
域
防
災
計
画
に
基

災
害
時
の
初
動
対
応
に
つ
い
て

�

藤
田
和
康　
議
員

問

災
害
時
の
職
員
の
参
集
、
情
報
の
収
集
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置

等
の
初
動
対
応
の
遅
れ
は
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
原
因
に
も
な
る
た
め
、

迅
速
な
初
動
対
応
が
大
変
重
要
で
す
。

「
災
害
は
時
と
場
所
を
選
ば
な
い
」、
そ
の
言
葉
を
ま
ざ
ま
ざ
と
実

感
さ
せ
ら
れ
る
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
し
た
。

村
職
員
も
地
元
出
身
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況
下
で
、
年
末
か
ら

年
始
に
か
け
、
９
日
間
の
休
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
長

期
閉
庁
時
の
初
動
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
村
長
不
在
時
の
指
揮
系
統
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
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一 般 質 問

　令和６年第２回村議会臨時会は、
５月10日招集され、村長の行政
報告があり、その後「島牧村税条
例の一部改正について」など、議
案５件を審議、原案どおり可決し、
同日閉会しました。

臨
時
会
２

2024年

５５
／／
1010

夏井　一充　村長

行 政 報 告

づ
き
、
現
在
は
副
村
長
は
空
席
で

す
が
、
副
村
長
、
又
は
教
育
長
が

代
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

藤
田
和
康
議
員

職
員
が
ほ
と
ん
ど
不
在
と
い
う

状
況
は
そ
れ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
し
、
毎
年
ど
こ
か

で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
る

中
、
災
害
が
あ
る
都
度
、
首
長
の

不
在
等
に
よ
る
初
動
対
応
の
遅
れ

が
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

村
長
不
在
時
の
初
動
対
応
に
つ
い

て
、
迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
南
西
沖
地
震
か
ら
30

年
経
過
し
て
お
り
、
当
時
を
経
験

し
て
い
る
職
員
も
ほ
と
ん
ど
い
な

い
状
況
で
、
緊
張
感
も
薄
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

島
牧
村
の
集
落
の
状
況
や
、
地

理
的
状
況
等
、
不
案
内
な
職
員
が

多
数
い
る
中
で
、
情
報
の
収
集
、

現
地
の
被
災
状
況
等
の
把
握
は
大

変
混
乱
を
招
く
と
思
い
ま
す
。

72
時
間
が
人
命
救
助
に
お
け
る

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
現
状
で

災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て
も

機
能
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
大

変
危
惧
し
て
お
り
ま
す
が
、
村
長

は
ど
の
よ
う
な
現
状
認
識
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
村
職
員
だ
け
の
小
規
模

な
図
上
訓
練
で
す
か
、
そ
う
い
う

訓
練
の
実
施
は
村
内
の
状
況
、
自

分
の
持
ち
場
や
業
務
を
再
認
識
す

る
の
に
有
効
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
実
施
す
る
の
か
ど

う
か
、
こ
れ
も
ち
ょ
っ
と
村
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
二
点
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。夏

井
一
充
　
村
長

藤
田
議
員
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た

通
り
、
私
自
身
も
今
年
で
31
年
に

な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
南
西
沖
地

震
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代
に
な

り
ま
す
。

私
、
そ
れ
こ
そ
東
日
本
大
震
災

の
と
き
に
は
東
京
に
お
り
ま
し
た

け
ど
も
、
東
京
に
い
た
時
で
も
そ

ん
な
に
大
き
な
地
震
だ
っ
た
の
か

な
と
い
う
、
大
規
模
災
害
、
幸
い

な
の
か
ど
う
か
は
ち
ょ
っ
と
置
い

て
お
き
ま
し
て
、
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
世
代
に
な
り
ま
す
。

私
自
身
も
色
々
な
公
演
等
、
防

災
の
お
話
を
聞
い
た
中
で
、
や
は

り
初
期
初
動
の
対
応
を
す
る
た
め

に
は
、
私
か
ら
ま
ず
は
発
信
を
し

て
、
招
集
を
し
て
対
応
す
る
と
い

う
の
が
重
要
な
初
動
対
応
に
な
る

か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
そ
の
対
応
も
現
時
点
で
で

き
る
か
ど
う
か
と
言
わ
れ
る
と
、

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
な
ん
と
か
今
年

度
、
毎
年
、
で
き
る
限
り
小
規
模

な
が
ら
も
、
藤
田
議
員
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
訓
練
を
し
て
、
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
動
け
る
体

制
作
り
は
必
要
と
私
自
身
も
痛
感

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は

実
施
し
て
災
害
に
備
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤
田
和
康
議
員

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
と
言
い
ま
す
が
、
油
断
し
て

い
る
時
も
や
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
組

織
体
制
の
強
化
を
お
願
い
し
て
質

問
を
終
わ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

新
元
町
団
地
１
０
２
号
の

明
渡

　

新
元
町
団
地
の
建
物
明
渡
し
請

求
訴
訟
に
つ
き
ま
し
て
、
令
和
５

年
９
月
５
日
付
、
和
解
調
書
に
基

づ
き
令
和
６
年
３
月
25
日
に
明
渡

し
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
営
住
宅
は
、
住
ま
い

に
困
窮
す
る
低
所
得
者
向
け
住
宅

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
真

に
住
宅
を
必
要
と
す
る
村
民
に
対

し
、
引
き
続
き
提
供
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

条
例
改
正

審
議
審
議
し
た議

案
議
案



9 議会広報　かりば� 186号

▼
島
牧
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
専
決
処
分
の
承
認
（
島
牧
村
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
の
一
部
を
専
決
処
分

で
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
専
決
処
分
の
承
認
（
５
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
））

　

歳
入
・
歳
出
と
も
に

７
９
２
９
万
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
26
億
５
６
２
６
万
４
千
円

と
す
る
。

歳
入
の
主
な
も
の

•	

個
人
村
民
税

　
　
　
　

７
７
７
万
６
千
円
追
加

•	

法
人
村
民
税

　
　
　
　

３
５
７
万
６
千
円
追
加

•	

固
定
資
産
税

　
　
　
　

３
６
５
万
９
千
円
追
加

•	

自
動
車
重
量
譲
与
税

　
　
　
　

１
７
９
万
５
千
円
追
加

•	

法
人
事
業
税
交
付
金

　
　
　
　

１
１
０
万
７
千
円
追
加

•	

特
別
交
付
税

　
　
　
　
　
　

９
２
１
万
円
減
額

•	

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

　
（
橋
梁
事
業
）

　
　
　

１
０
９
１
万
４
千
円
減
額

•	
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　

５
５
２
５
万
１
千
円
減
額

•	

ふ
る
さ
と
創
成
基
金
繰
入
金

　
　
　
　

１
２
４
万
３
千
円
減
額

•	

医
療
一
般
外
来
診
療
収
入

　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円
減
額

•	

歯
科
診
療
所
収
入

　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円
減
額

•	

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
受

託
事
業
収
入

　
　
　
　
　
　

１
６
３
万
円
追
加

•	

公
共
交
通
拡
充
事
業

　
　
　
　
　
　

２
８
０
万
円
減
額

•	

島
牧
村
住
宅
環
境
改
善
支
援
事

業

　
　
　
　
　
　

１
８
０
万
円
減
額

•	

橋
梁
補
修
事
業
（
冷
水
橋
橋
梁

架
替
事
業
）

　
　
　
　
　
　

７
７
０
万
円
減
額

•	

消
防
島
牧
支
署
庁
舎
仮
眠
室
増

改
修
工
事

　
　
　
　
　
　

５
３
０
万
円
減
額

歳
出
の
主
な
も
の

•	

職
員
手
当
等

　
　
　
　

１
１
３
万
５
千
円
減
額

•	

共
済
費
等

　
　
　
　

４
８
９
万
８
千
円
減
額

•	

介
護
等
給
付
費

　
　
　
　

１
０
３
万
７
千
円
減
額

•	

自
立
支
援
医
療
費

　
　
　
　

３
６
５
万
５
千
円
減
額

•	

南
後
志
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
負
担
金

�

１
３
５
万
２
千
円
減
額

•	

診
療
所
（
歯
科
・
医
科
）
業
務

委
託
料

　
　
　
　
　
　

５
１
５
万
円
減
額

•	

商
工
会
運
営
助
成
金

　
　
　
　

２
０
５
万
１
千
円
減
額

•	

冷
水
橋
仮
橋
・
仮
道
賃
借
料

�

３
８
３
万
６
千
円
減
額

•	
冷
水
橋
架
替
工
事
請
負
費

　
　
　

１
６
６
９
万
８
千
円
減
額

•	

村
道
等
除
排
雪
業
務
委
託
料

　
　
　

１
４
１
６
万
２
千
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
目
的

　

�

島
牧
村
教
職
員
住
宅
新
築
工
事

（
建
築
主
体
）

契
約
の
金
額

　

�

１
億
３
３
１
０
万
円

契
約
の
相
手
方

　

�

藤
川
建
設
株
式
会
社　

代
表
取

締
役
社
長　

藤
川
康
司

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

専
決
処
分

そ

の

他

▲　― 6月４日 ―　第2回村議会定例会

気軽に 議会 を 傍聴 してみませんか。

◇定例会は、年４回開かれます。（３月、６月、９月、12月）
◇臨時会は、必要に応じて開かれます。 
　� お問い合せは、議会事務局まで 　　（電話75－6274）
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議 会 日 誌議 会 日 誌 令和６年 ４４ 月から 66 月

４月
	 ６日	 島牧小学校入学式（中田議長）
	 ８日	 北海道横断自動車道「ニセコ～倶知安間」新規事業化に係るお礼（東京都　中田議長）
	 15日	 例月出納検査

５月
	 ７日	 後志総合開発期成会定期総会（倶知安町  中田議長）
	 10日	 第２回村議会臨時会　
	 13日	 例月出納検査
	 14日	 南部後志町村議会正副議長会総会（黒松内町　正副議長）
	 27日	 南部後志衛生施設組合議会第１回臨時会（寿都町　藤田議員）　
	 28日	 議会運営委員会
	 29日	 後志総合開発期成会等後志要望運動（小樽市・倶知安町　中田議長）
	 31日	 後志総合開発期成会北海道要望運動（札幌市　中田議長）　　　　

６月
	 ４日	 第２回村議会定例会
	 ６日	 中村裕之君を励ます会第２回国会セミナー（東京都　中田議長）
	 ７日	 後志総合開発期成会中央要望運動（東京都　中田議長）
	 ８日	 島牧小学校運動会（中田議長）
	 10日	 例月出納検査
	 11日	 後志町村議会議長会役員会・臨時総会（札幌市　中田議長）
		  北海道町村議会議長会第75回定期総会（札幌市　中田議長）
	 25日	 岩内・寿都地方消防組合議会第１回臨時会（岩内町　髙島議員）

後 編
集記
■
議
会
広
報
「
か
り
ば
１
８
６
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
号
で
は
、
第
２
回
定
例
会
の
審
議
内
容
、
一
般
質

問
の
内
容
を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や
議
会
活
動
に
ご 

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲　― ６月７日 ―　人権の花運動（島牧中学校）
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